
相
川
の
関
連
施
設

相
川
の
金
銀
山
跡
に
つ
い
て
は

ゴ
ー
ル
デ
ン
佐
渡
が
一
括
管
理
し

て
い
ま
す
。
観
光
で
訪
れ
た
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
道

遊
の
割
戸
の
麓
に
近
代
以
降
の
採

掘
現
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

沢
を
一
つ
隔
て
た
反
対
側
に
、
上
相
川
と
呼
ば
れ
て
い
る
鉱
山

町
跡
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
上
相
川
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
営

ま
れ
た
集
落
で
し
た
が
、
明
治
に
入
っ
て
無
人
化
し
ま
し
た
。

今
の
集
落
は
、
上
相
川
か
ら
下
っ
た
と
こ
ろ
に
細
長
く
形
成

さ
れ
て
お
り
、｢

大
工

町
」
「
京
町
」
な
ど
の

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
大
工
」
と
は
金
掘

り
の
こ
と
で
、
京
町

と
い
う
名
か
ら
は
、

当
時
の
繁
栄
ぶ
り
が
想
像
で
き
ま
す
。

京
町
を
下
る
と
、
そ
の
先
に
は
佐
渡
奉
行
所
が
あ
り
ま
す
。

初
代
か
ら
三
代
ま
で
の
佐
渡
奉
行
は
、
大
久
保
長
安
・
鎮
目
市

左
衛
門
・
伊
丹
康
勝
で
、
い
ず
れ
も
甲
州
に
関
係
す
る
人
物
で

す
。
伊
丹
康
勝
は
塩
山
三
日
市

場
に
「
十
組
屋
敷
」
を
構
え
て

い
ま
し
た
。

奉
行
所
か
ら
海
岸
へ
向
か
う

途
中
に
は
、
近
代
化
の
巨
大
工

場
群
が
所
在
し
ま
す
。
北
沢
浮

遊
選
鉱
場
と
い
い
、
国
策
の
こ

ろ
の
遺
産
で
す
。

佐
渡
の
金
銀
山

佐
渡
の
金
銀
山
と
し
て
は
、
平

成
元
年
ま
で
採
掘
さ
れ
て
い
た

「
相
川
金
銀
山
」
の
ほ
か
に
砂
金

採
掘
を
し
た
「
西
三
川
砂
金
山
」
、

相
川
金
銀
山
の
山
向
こ
う
に
位
置

す
る
「
鶴
子
銀
山
」
、
ト
キ
が
飛

び
交
う
地
区
近
く
に
あ
る
「
新
穂
銀
山
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
写
真
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
相
川
金
銀

山
で
、
露
頭
掘
り
を
進
め
た
結
果
山
が
二
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た

「
道
遊
の
割
戸
」
や
、
巨
大
な
近
代
化
遺
産
群
は
相
川
金
銀
山

に
属
し
、
株
式
会
社
ゴ
ー
ル
デ
ン
佐
渡
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
整
備
さ
れ
た
「
佐
渡
奉
行
所
」
も
相
川
地
区
に
あ

り
ま
す
。

相
川
金
銀
山
を
越
え
た
反
対
側
の
斜
面
に
は
、
鶴
子
銀
山
が

あ
り
ま
す
。
最
近
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
役
所
機
能
を
も
つ
「
代

官
屋
敷
」
や
、
鉱
山
町
で
あ
る
「
荒
町
」
の
全
容
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

鶴
子
銀
山
の
南
側
に
は
真
野
湾
が
広
が
り
、
そ
の
対
岸
付
近

に
西
三
川
砂
金
山
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
砂
金
は
、
も
と
も
と

川
や
海
に
堆
積
し
た
も
の
で
す
が
、
地
盤
が
隆
起
し
た
結
果
再

び
山
に
戻
っ
た
と
い
う
、
珍
し
い

砂
金
山
で
す
。
そ
の
た
め
水
路
を

作
り
そ
こ
に
砂
金
が
含
ま
れ
る
斜

面
の
土
を
削
り
入
れ
、
水
を
流
し

て
金
を
集
め
る
と
い
う
方
法
で
採

集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
砂
金
山
と

中
心
集
落
の
笹
川
集
落
は
、
重
要

文
化
的
景
観
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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十
月
五
・
六
日
（
土
・
日
）
に
新
潟
県
佐
渡
市
で
「
日

本
の
金
銀
山
と
佐
渡
金
銀
山
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
り
、
そ
の
な
か
で
黒
川
金
山
に
つ
い
て
紹
介
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

佐
渡
金
銀
山
は
日
本
で
最
も
有
名
な
鉱
山
で
す
が
、
観

光
開
発
が
先
行
し
た
た
め
、
学
術
調
査
は
二
十
数
年
前
か

ら
本
格
化
し
た
よ
う
で
す
。

佐
渡
金
銀
山
は
平
成
元
年
に
閉
山
し
た
ば
か
り
で
す
の

で
、
四
〇
〇
年
間
の
遺
構
や
施
設
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
明
治
期
以
降
の
近
代
化
に
伴
う
施
設
や
設
備
は

特
筆
す
べ
き
も
の
で
、
国
策
と
し
て
金
銀
の
生
産
を
進
め

て
い
た
当
時
の
様
子
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

佐
渡
市
で
は
、
佐
渡
金
銀
山
を
中
核
と
し
て
、
島
全
体

を
世
界
遺
産
に
登
録
す
べ
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
有
名

な
相
川
金
銀
山
だ
け
で
な
く
、
島
全
体
に
分
布
す
る
他
の

鉱
山
遺
跡
、
鉱
山
町
と
し
て

残
さ
れ
た
町
並
み
、
石
臼
用

の
石
材
を
切
り
出
し
た
岩
場
、

坑
道
の
水
抜
き
用
の
疎
水
な

ど
、
関
連
す
る
す
べ
て
の
遺

構
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
佐
渡
市
の
様
子
を

報
告
し
ま
す
。

佐佐佐
渡渡渡
ヶヶヶ
島島島
へへへ
行行行
っっっ
ててて
ききき
ままま
ししし
たたた
。。。

道遊の割戸。人の手で割ったものです。

西三川・笹川集落の民家は、なぜか上条
の民家に似ています。

上相川の集落跡。中央が道です。京町通りから海をみる。
北沢浮遊選鉱場。本来は上に大屋根がか
けてあり、大量の鉱石を選別していました。



世
界
遺
産
へ
の
取
り
組
み

佐
渡
市
で
は
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
含
ん
で
全
て
の
事

業
が
世
界
遺
産
登
録
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
指
定
の
文
化
財
・
史
跡
が
三
十
八
件

に
も
な
り
、
構
成
要
素
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
に
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て

お
り
、
平
成
二
十
九
年
の
推
薦
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

佐
渡
市
に
は
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
一
箇
所

あ
り
ま
す
。
宿
根
木
と
い
い
廻
船
業
の
基
地
と
し
て
栄
え
た
港

町
で
し
た
。

小
木
町
宿
根
木
（
港
町
）

所
在
地

新
潟
県
佐
渡
市
小
木
町

大
字
宿
根
木
の
一
部

種
別

港
町

条
例
制
定
年
月
日

平
成
二
年
九
月
二
五
日

選
定
年
月
日

平
成
三
年
四
月
三
〇
日

地
区
面
積

約
二
八
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

相
川
に
残
る
町
並
み

相
川
に
は
先
述
し
た
と
お
り
、
古
い
町
並
み
と
し
て
京
町
と

大
工
町
が
あ
り
ま
す
。
大
工
町
と
は
金
掘
り
が
住
ん
で
い
た
町

で
、
金
銀
山
の
近
く
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
海
へ
下

る
と
京
町
が
あ
り
ま
す
。
京
の
商
人
や
豪
商
た
ち
が
金
銀
の
両

替
店
を
出
し
て
お
り
、
数
艇
の
廻
船
を
も
ち
公
儀
の
御
用
を
勤

め
て
い
ま
し
た
。

大
工
町
は
一
本
の
通
り
の
両
側
に
住
宅
が
並
ん
で
い
ま
す

が
、
京
町
は
通
り
に
直
交
す
る
小
路
が
あ
り
、
そ
の
小
路
を
境

に
上
京
町
・
中
京
町
・
下
京
町
・
八
百
屋
町
と
、
大
工
町
と
比

べ
る
と
複
雑
な
都
市
計
画
を
作
っ
て
い
ま
す
。

下
京
町
と
八
百
屋
町
の
境
で
、
通
り
は
直
角
に
曲
り
、
そ
こ

に
は
時
を
告
げ
る
時
鐘
楼
が
建
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
中
期
に
造

ら
れ
た
鐘
が
、
今
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

通
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
鉱
石
を
磨
り
潰

し
た
石
臼
を
み
か
け
ま
す
。
石
臼
は
黒
川
金
山
な
ど
で
も
み
ら

れ
ま
す
が
、
佐
渡
は
数
量
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

石
垣
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
も
の
、
庭
石
に
使
わ
れ
て
い
る
も

の
、
洗
濯
干
し
の
足
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
古

い
町
並
み
を
、
石
臼
を
探
し
な
が
ら
歩
く
の
は
、
佐
渡
な
ら
で

は
の
体
験
で
す
。

保
存
物
件
数

建
築
物

一
〇
六
件

工
作
物

一
六
件

環
境
物
件

一
〇
八
件

宿
根
木
は
千
石
船
産
業
の
基
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

村
に
は
船
主
、
船
頭
、
水
夫
の
ほ
か
、
船
大
工
や
鍛
冶
屋
、

桶
屋
、
各
種
商
店
、
銭
湯
、
髪
結
い
、
酒
屋
な
ど
が
集
ま
り
、

小
さ
い
な
が
ら
も
都
市
的
な
機
能
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

集
落
内
の
小
路
は
幅
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
狭
く
、
車
が

出
入
り
で
き
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
小
路
に
面

し
て
、
建
物
が
び
っ
し
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。
見
学
し
た
日
は

観
光
客
が
多
く
来
て
い
ま
し
た
が
、
団
体
と
す
れ
違
う
に
も
気

を
使
う
狭
さ
で
す
。

土
地
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
建
物
は
二
階
建

て
で
、
潮
風
か
ら
守
る
た
め
外
壁
は
包
み
板
と
呼
ば
れ
る
縦
板

張
り
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
軒
だ
け
平
面
が
三
角
形
を
呈
す

る
建
造
物

が
あ
り
、

「
三
角
屋
」

と
呼
ば
れ

有
名
で
す
。

大工町。この先には廃村になった上相川が
あります。武家屋敷のようなたたずまい。

京町の風景。海に面する傾斜地を上手に区
画して、大きな町を作りました。傾斜地なので
石臼を使った石垣がみられます。

上：京町に時を告げる時鐘楼。
下：時鐘楼前の喫茶店の看板。台に石臼を
使っています。
大きな石臼で
すが、こういっ
た道具を作る
ための石切場
も複数個所
みつかってい
ます。

上：排水のため窪んだ小路。
左上：集落を上からみたとこ

ろ。ひしめく甍。
左中：三角屋。土地を有効

活用した結果です。
左下：小路と小川。


